
組織的な対応
～小中連携の充実～

乙部町立乙部中学校

「令和７年度不登校対策総合実践事業」成果資料



１ 推進地域の児童生徒の現状

【全校児童生徒数の推移】 【不登校児童生徒数の推移】

２ 目標、目指す子ども像

令和７年度 乙部町教育大綱より ～ めざす姿

「ふるさとを愛し、活力に満ちた人間性豊かな町民を育む」
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３ 今年度の取組

〇

〇第１回（８月実施）の主な内容
・事業概要説明
・各種調査の結果・分析交流
・児童生徒理解支援シートの活用について
・今後の不登校対策について

〇第２回（12月実施）の主な内容
・各種調査の結果・分析交流
・不登校児童生徒の状況・個別対応について
・今後の不登校対策支援について

１－（１）事業推進体制の構築

〇「小中学校」「町教委」「町役場」が定期的に必要な情報を共有し、それぞれが連携することで、学校が踏み
込みにくい領域にも「町教委」や「町役場」の助けを借りて入ることができている。

４ 取組のポイント

〇乙部町不登校連絡対策連携協議会の開催
（年３回～８月・１２月・３月）
≪構成メンバー≫
【中核校 乙部中】校長・教頭・CO・養護教諭
【協力校 乙部小】校長・教頭・養護教諭
【乙部町教委】 事務局長・指導主事
【乙部町役場】 保健師・助産師
【オブザーバー】 檜山教育局指導主事



３ 今年度の取組

〇

２－（１）みんなが安心して学ぶことができる学校づくり

〇月曜から金曜の１ｈ～６ｈまで常時開設しているため、全教員が分担してサポートに入る形をとっている。
そのような協力体制を得て、ＳＰ教室を必要としている生徒がいつ登校しても支障がないような受け入れ
態勢を整えている。

４ 取組のポイント

〇多様な学びの場～SP教室の開設
・別室登校の全学年生徒が対象
・開設時間は月～金の１ｈ～６ｈ
・全教員が分担してサポートに入る
・生徒が自主的、主体的に学習する場
・オンラインでの授業参加も可能
・所属学級へ戻るための橋渡し的な場



３ 今年度の取組

≪目標≫

１．思春期の今、悩みや不安があるのは自然なこと。
⇒困難を乗り越える方法を見つける。

２．グループワークやロールプレイを通して、他者の思いや考えに触れる。
⇒多様性を認め合う。

３．助産師の講話を通して、命の尊さを再確認。
⇒個々の命が、かけがえのないものだということを理解。

２－（１）みんなが安心して学ぶことができる学校づくり

〇中1ギャップ未然防止をねらいとして、今年度より小６児童が中学校を訪問する機会を拡充。その一環として、
昨年度は中学校全校道徳として行った自殺予防教育プログラムを今年度は小６児童も交えての合同学習へ。

４ 取組のポイント

自殺予防教育プログラム
～ 全校道徳の実施 ～
小６児童との合同学習



３ 今年度の取組

≪授業の主な活動≫ 授業者：中学校教諭・町役場助産師

１．＜ロールプレイ＞
悩み相談に対して「説教」「励まし」「共感」「傾聴」
⇒実際に演じて、それを見ている生徒もどう感じたか？
それぞれ班ごとに交流して、全体発表。

２．＜講話＞
病院に助産師として勤務していた時に生まれてきた命、
失われてしまった命のお話。

２－（１）みんなが安心して学ぶことができる学校づくり

≪感想≫

「最後にしてくれた助産師さんの講話を泣くのを我慢しながら聞いていました」 （１年男子）
「生きたくても生きられない人もいるということを今後大切にしていきたいと思った」（２年女子）
「他の人に話を聞いてもらったり、話を聞いてあげて、命を守っていきたいと思った」（３年女子）

自殺予防教育プログラム ～ 全校道徳の実施 ～ 小６児童との合同学習



３ 今年度の取組

≪みんなが安心して生活できるよりよい学校づくりアンケート≫
比較分析（５月実施⇒１０月実施）

〇否定的回答が増加した質問項目
～質問７「私は、学校の先生から、自分のことを理解されている」(8.8％増)

質問２「私は、学校のきまりに納得している」(6.4％増)

質問６「私は、周りの友達のことを尊重している」(4.4％増)

〇肯定的回答が増加した質問項目
～質問３「私は、学校の授業で活躍する機会がある」(14.5％増)

質問10「私は、学校で何かを決めたり、選んだりするとき、意見を言う機会がある」(13.9％増)

質問４「私は、学校でけんかやいじめなどを解決する方法を学んでいる」(7.7％増)

〇否定的回答が０％となった質問項目
～質問１「私は、学校で安全、安心して生活できている」５月実施 9.1％ ⇒ 10月実施 ０％

〇各種アンケートの定期的な実施（５月・１０月に実施）
（１）みんなが安心して生活できるよりよい学校づくりアンケート
（２）ほっと

２－（１）みんなが安心して学ぶことのできる学校づくり



３ 今年度の取組

〇アンケート結果を迅速に集計⇒分析⇒（対策委員会での交流）⇒全体交流

≪データ活用の流れ≫
（１）担当者によるデータ分析（全校・学年・個人）
（２）FIT（不登校いじめ対策委員会）での交流
（３）FIT報告会の開催⇒全教員へのデータ分析提示
（４）学年団（主に学級担任）が個別面談などで活用

〇各種アンケートの定期的な実施（５月・１０月に実施）

（１）みんなが安心して生活できるよりよい学校づくりアンケート
（２）ほっと

４ 取組のポイント

２－（１）みんなが安心して学ぶことができる学校づくり



３ 今年度の取組

〇アンケート結果を迅速に集計⇒分析⇒（対策委員会での交流）⇒全体交流
≪データ活用の流れ≫
（１）担当者によるデータ分析（全校・学年・個人）※特に自由記述欄のコメントは、迅速に対応
（２）FIT（不登校いじめ対策委員会）での交流 「好きなことも嫌なことも投げ出して、いなく
（３）FIT報告会の開催⇒全教員へのデータ分析提示 なりたい」
（４）学年団（主に学級担任）が個別面談などで活用「部活に行きたくないけど、お母さんはそれを

許してくれない」

〇心と身体のチェックの実施（５月・10月）
≪10月回答分析≫
・肯定的な回答が多かった上位３項目 (25)「悩みを話せる友人がいない」90%

(16)「楽しいことが楽しく思えない」88％
(23)「私を認めてくれる人はいないように思う」88%

・否定的な回答が多かった上位３項目 (８)「身体がだるく感じる」 45%

(13)「必要以上に心配することがある」38%

(15)「何か良くないことが起こりそうで心配だ」 37%

４ 取組のポイント

２－（２）心のSOSの早期発見・早期支援の充実



３ 今年度の取組

〇FITによる組織的な対応⇒学級担任まかせにはしない。
〇SSWなど、外部からの専門人材の活用⇒助言されたことをまずは実行してみる。

〇FITの定期開催⇒FIT全体報告会（児童生徒理解支援シートを活用）
F（不登校） I（いじめ） T（対策委員会）

・構成メンバー：学校長、教頭、指導部長、CO、養護教諭、当該学級担任
・協議内容 ：支援生徒の現状報告（学級担任）⇒今後の方針検討

〇SSWの派遣要請
・SSWによる「授業参観」「学級担任との面談」

〇SCによるカウンセリング（生徒・保護者）～ ※今年度は乙部小学校にも派遣

４ 取組のポイント

２－（３）アセスメントに基づく実効的なチーム支援体制の構築



５ 成果と課題

「みんなが安心して生活できるよりよい学
校づくり」アンケート

1. 質問(1)「私は、学校で安全、安心して生活
できている」否定的回答が
9.1% ⇒ 0％

2. 質問(3)「私は、学校の授業で活躍する機会
がある」肯定的回答が 14.5%増

質問(10)「私は、学校で何かを決めたり、選
んだりするとき、意見を言う機会が
ある」肯定的回答が 13.9％増

【成果１ 不登校生徒数の減少】

【不登校生徒数の推移】
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【成果２ 各種アンケートから】

【５月実施⇒10月実施の推移】



５ 成果と課題
【成果３ 小中連携の強化】

１．９年間を見通した児童・生徒の見取りとサポート
⇒「児童・生徒理解支援シートの作成・活用」
（今年度からは小学校でも実施）

２．小中交流会の開催
⇒年２回各々を会場として、授業見学・実態交流会・研修会を開催

３．児童・生徒の学校間交流
⇒６年生は各学期に中学校を訪問
（体育祭総練習、道徳科授業参加、授業見学）
中学校２年生が職場体験学習で、小学生に向けて講話する機会を設定
５・６年生を招待して、アンサンブルコンサートを実施

４．同一SCによるカウンセリング



６ 次年度以降の取組に向けて

１．ＳＰ教室の開設
※乙部小学校では今年度「フリールーム」を新設

２．小中連携の強化 ～ 児童生徒間交流の継続。
※小中教師間連携の強化（参観日交流の充実など）

３．各種アンケートの「実施」⇒「分析」⇒「活用」

４．ＦＩＴ（不登校いじめ対策委員会）の開催

５．ＳＣによるカウンセリング ※今年度は乙部小学校にも派遣

【来年度以降も継続していきたい取組】※今年度の課題も踏まえて


